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令和 7 年度漁期を振り返って 

共販出荷枚数（以下，生産量）は 8,000 万枚（前年比 95％），共販金額（以下，生産金額）は 16.4 億円（同 75％），平均単価は

20.4 円/枚（同 79％）でした。今漁期の年内生産量は過去 10 年で最多となり，近年の課題であった年内の不作に対して明るい兆しが

見えました。一方，年明け以降は，貧栄養状態が長期化したことで，品質・生産量ともに苦労する漁期となりました。本報では今漁期

の気象海況と養殖状況を振り返り，次漁期に向けた対応を生産者の皆さんと検討する一助にしたいと思います。 

 

養殖概要 

[気象]  

○気  温 10 月上旬まで平年よりかなり高く，10 月中旬～2 月上旬は概ね平年

並み，2 月中旬以降は平年よりかなり高めで推移した（図 1）。前年比

（令和 6 年度漁期）では，特に 10 月中旬～11 月中旬にかけては低く，

2 月下旬～3 月上旬にかけて高くなった。 

○降 水 量 漁期を通してかなり少なく，特に 11 月中旬～12 月上旬，1 月上旬～2

月上旬，3 月中旬はほとんど降雨がなかった（図 2）。 

○日照時間 10 月中旬～下旬にかけては少なかったが，11 月上旬以降は平年並み

か，やや多い状況で推移した（図 3）。 

○台  風 9 月から 12 月の発生数は 13 個で，平年（11.6 個）よりもやや多かっ

た。9 月上旬に台風 15 号が上陸したが，被害は発生しなかった。 

○時  化 時化日は漁期全体で 5 か年平均よりも少なく，月別では 10 月が多く，

11 月と 2 月は少なかった（図 4）。 

 

[海況]  

○水 温 5 か年平均に比べて 10 月中旬までは高く，10 月下旬～12 月中旬は 1～

2℃低く，12 月下旬以降はほぼ平均並みで推移した（図 5）。年内水温は

低気温の影響により，近年のなかでは低めに推移した。 

○栄養塩 内房地区は 11 月下旬まで窒素及びリンとも基準値以上で推移したが，

12 月上旬以降，窒素は基準値前後で不安定になり，リンは概ね基準値以

下で推移した（図 6）。千葉北部地区は 1 月中旬から漁期末まで長期間に

わたり低濃度が続いた。木更津地区は漁期を通して基準値以上で推移す

るなど，地区によって栄養塩の動向が大きく異なった。 

○沖合水 直近の漁期に比べて波及頻度は低かった。 

 

[採苗]  

千葉北部の陸上採苗は，船橋では前年とほぼ同様に 10 月 8 日，市川では約 1 週

間早い 10 月 7 日から開始された。木更津地区及び富津地区は前年よりもやや遅く，

それぞれ 9 月 24 日，10 月 1～5 日からとなった。採苗は各地区とも順調に進み，概

ね 3～8 日間で予定枚数の採苗が終了した。 

 

[育苗] 

千葉北部地区では 10 月 7～8 日，木更津地区は 10 月 2～10 日，富津地区は 10 月

18～20 日から開始された。ノリ芽の健全度は，「良好」が 67％（R6 漁期：49％），

「普通」が 33％（同 45％），「悪い」が 0％（同 6％）となり，前年よりも良好な

結果であった。 

① 育苗開始 前年は水温が23℃以下に安定したのが過去最遅の10月 20日であっ

たが，今漁期は 10 月 10 日から気温の急激な低下に伴い，水温も順調に低下し

た。そのため，各地区の育苗開始は前年よりやや早まり，千葉北部地区で 10 月

8 日前後，木更津地区で 10 月 5～10 日，富津地区で 10 月 18～20 日であった。 

② 台風 台風の直接的な被害はなかったが，10 月 8 日に発生した台風 23 号は，

当初，関東地方に接近する予報であったため，一部の漁場では網の出庫を控え

るなどの対策が行われた。 

③ 白変病（旧名称：疑似しろぐされ症） 育苗期間中の発生は，早く出庫した一

部の網に限られ，近年のなかでは非常に少ない状況であった。ただし，後述の

通り生産期に発生が確認された。 
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図1 千葉市の旬平均気温の推移（気象庁HP）
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図2 降水量の平年に対する増減率

（千葉市，気象庁HP）
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図3 日照時間の平年に対する増減率

（千葉市，気象庁HP）
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図4 時化日の発生数（金田漁協気象盤）
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図5 水温の推移（木更津漁場，観測ブイ）
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④ 育苗期の色落ち 10 月上旬まで基準値を下回る漁場が多く，非常に不安定な状

況であったが，育苗開始を遅らせたことにより，色落ち被害は発生しなかった。 

 

[年内生産]   

年内生産量は約 1,480 万枚で，漁家あたりでは直近 5 か年平均（R2-6）の 220％，

前年比は 277％と，過去 10 年間で最多であった。平均単価は 32.3 円/枚で前年比の

72％であるが，5 か年平均比では 105％であった。豊作となった主な要因は，水温が

例年よりも低く推移したことで，ノリの生長が順調であったこと，さらにクロダイ

による食害が例年より軽度であったためである。以下，地区別に状況を整理した。 

（千葉北部地区） 漁家あたりの生産量は直近 5 か年平均の 400％，前年比 322％

であった。市川及び船橋とも食害は軽度であり，生産は順調であった。 

（木更津地区） 漁家あたりの生産量は直近 5 か年平均の 289％，前年比 233％であった。地区内のすべての漁場で，食害はほとん

ど発生せず，生産は順調であった。 

（ 富 津 地 区 ） 漁家あたりの生産量は直近 5 か年平均の 238％，前年比 186％であった。食害は発生したものの例年よりも軽度で

あった。富津では白変病とスミノリ様症状が発生し，新富津及び大佐和では色落ちが散発的に発生した。 

 

[年明生産]   

年明け生産量は約 6,548 万枚，漁家あたりでは直近 5 か年平均の 100％，前年比は 85％であった。平均単価は 17.7 円/枚で前年比の

72％，5 か年平均比では 97％であった。年明け以降，栄養塩が非常に不安定となり，かつ地区によっては長期間にわたり基準値以下で

推移し終漁が早まったため，4 月の生産量は大きく落ち込んだ。 

（千葉北部地区） 漁家あたりの生産量は，直近 5 か年平均の 49％，前年比 46％であった。1 月中旬から漁期末まで，小型珪藻の増

殖により栄養塩が非常に少ない状況で推移したため，色落ちだけでなく，生長不良も伴い不作となった。 

（木更津地区） 漁家あたりの生産量は，直近 5 か年平均の 122％，前年比 106％であった。栄養塩が十分にある状況で推移し，食

害（カモ）の影響も少なく，年内からの順調な生産が継続した。 

（ 富 津 地 区 ） 漁家あたりの生産量は，直近 5 か年平均の 106％，前年比 85％であった。3 月までは栄養塩が不安定ながらほぼ前

年並みの生産量であった。しかし，3 月下旬以降，栄養塩がほぼ枯渇したため，例年よりも終漁が早まり 4 月の生

産量は 5 か年平均比 39％と大きく落ち込んだ。 

 

今漁期の主な問題点と今後の対応 

○ 生産期における白変病の発生原因と対策 

今漁期の育苗期は，良好な海況により質の良い種網が確保されたが，生産期に入ると白変病などの被害が発生した。近年，生産期に

病害が蔓延する最大の要因は，重ね網のまま生産を行うスタイルが定着し，網内の潮通しが悪化して極端な密植状態になっているため

である。今期は生育順調により芽数の濃い網が多く，密植を助長したことも被害を拡大させた要因と考えられる。次漁期に向けては，

病気の蔓延リスクを再認識し，原則として単張りによる管理を徹底することが重要である。また，環境変化に備えて採苗時の芽数に幅

を持たせ，多様な芽数の種網を用意してリスクを分散させることも必要である。 

○ 経営の安定に向けた収入対策 

単価は過去 2 年間の高騰に陰りが見られる一方，社会情勢の影響による資材費や人件費の高騰は避けられず，販売価格の下落とコス

ト高が重なった場合，漁業所得が減少する可能性がある。この状況を踏まえて，収入対策を検討する必要がある。第一の対策案は，本

県の強みである「青混ぜ海苔」の活用である。高単価で取引される青混ぜ海苔の生産に向け，人工採苗技術等を積極的に活用し，収益

性の向上を図るべきである。第二に，高品質な新品種 P241 の活用を検討する必要がある。現在，県と関係機関は新品種のブランド化

を積極的に推進しており，製造工程の改善もある程度進んでいる。こうした新品種の活用でブランド価値を高めることが，将来的な価

格競争への備えとなると考えられる。 

 

以上，本報が次漁期における生産対策の一助となり，皆さまのさらなる飛躍の糧となることを切に願っております。生産者ならびに

関係機関の皆さま，今漁期もお疲れ様でした。 
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図6 内房漁場の栄養塩の推移（新富津漁場）

DIN

DIP

『のり養殖資材の完全撤去をお願いします』 （水産課より） 

令和 7 年度の「ノリ養殖」漁期も終了し養殖資材の撤去作業を進めていることと思います。皆さんは、区画漁業権に基づいて養殖

していますが、漁期が終了した後は養殖資材を完全に撤去し、漁場を清掃する必要があります。今年度も順次速やかに実施できる

よう万全を期すとともに、過去に使用された資材が漁場の一部に残っている場合は、併せてそれらも撤去してください。                                         


